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広島県三原市大和町のハトムギ栽培
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広島県三原市大和町の、ハトムギ栽培との出会
いは昭和50年代にさかのぼる。県内有数の稲作地
帯であった当地域は、当時全国規模で取組む事と
なった生産調整対策（水田利用再編対策）の対応
に揺れていた。米に代わる作物での転作が推奨さ
れ、当然のことように、麦・大豆と土地利用型作
物が導入されたものの、その結果たるや散々なも
のであった。乾田化の難しい当地域の水田にとっ
て、これら畑作物の栽培は容易ではなかった。特
に圃場整備直後の転作圃場は、排水不良による発
芽障害や枯死等の湿害が相次いだ。『湿田にも、
対応出来る転作作物が欲しい。』と、模索する日々
が続くなか導入されたのがハトムギであった。農
協と町役場とでハトムギプロジェクト班が結成さ
れた。また、ハトムギ専任の担当者も誕生し、生
産調整の対策とあわせ新たな町の特産振興を担う
こととなった。「古くて新しい作物。」当時ハトム
ギはこう呼ばれた。マイナー作物が故に栽培に関
するマニュアルも乏しく、頼る指導機関もない状
況に生産現場の苦労は想像以上のものであった。
町内全農家に200ｇのハトムギの種子を配布。
集落単位に設置した展示圃場での講習会。先進地
岡山県への研修視察。試行錯誤のくり返しの日々
であったが、「地域の新しい顔（作物）」として少
しづつ町内の現場圃場にと浸透を始めた。営農組
合組織による集団栽培も開始され、面積、生産量
ともに拡大。農協への集荷量も年々増加するなか
で、『生産物に付加価値を』の声から開始されたの
が、地場産原料を100％使用した地場加工であっ
た。加工品の直売所を併設した農協のハトムギ加
工場が整備され、「焙煎はとむぎ茶」を主体に加工
事業がスタートした。その後、委託加工による、
麺類、菓子類等も加わり、加工製品の種類も20種
を超えた。また、平成10年から「はとむぎ飲料」
を発売し現在280ml と500ml のペットボトルを中

心に着実な伸びが見られる。
これまでの経過を振り返り、当地での課題と問

題点。また、新品種へ期待と要望をあげてみた。

１．新品種への要望＝収量性
国内産ハトムギの評価また要望は高いが、需要

に応えられない状況にある。この30年間平均反収
の飛躍的な向上は見られず、反収の引き上げは相
変わらず永遠のテーマとなっている。また、反収、
収穫量に年次差が激しい。ハトムギ栽培がまだま
だ経営的に不安定といわれる所以であり、伸び悩
みの大きな要因ともなっている。超多収とはいか
ないまでも、収量性の高い新品種の育成と安定収
量の確保によりハトムギ栽培本体の安定化を図る
ことが、今後のハトムギ栽培にとって必要である。

２．新品種への要望＝病害虫対策
（１）「葉枯れ病」は、ハトムギにとって唯一、ま

た最大の病害となる。新しい品種の導入後の
数年間は密度が低く、その後増加する傾向が
見られる。防除のための登録農薬が少ないこ
とや防除作業も他作物に比べ難しい現状か
ら、「葉枯れ病」に強い品種の育成が望まれる。

（２） 長年の栽培により、メイチュウ類やヨトウ
類等の害虫は増加する傾向にある。今後、温
暖化によりこの傾向は高まることが予想され
る。また、年により発生量に差が見られる。
発生の時期も異なることから防除時期の判断
が難しく防除効果も充分上がらないのが現状
である。葉枯れ病防除と同様に防除作業が困
難な現状にあり、これら虫害に強い新品種の
育成が期待される。
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３．新品種への要望＝作業性
（１）草丈
ハトムギの草丈の長短は、管理作業の上で重要

な要素である。特にコンバイン収穫等の機械作業
でその比重が高い。このことから、生産現場の短
稈化への要望は常に高いものがある。収量性を備
えた短稈品種が理想とされる。もっとも、草丈は、
その年の気象や土壌、施肥など栽培環境や条件に
よる影響が大きい。また、施肥時期等との関連も
見られ、早期の過剰施肥は着粒層も高い位置にな
り、最終的に草丈は長くなる傾向がある。
草丈に関しては、短稈品種の育成と併せて生産
現場での短稈へ向けた栽培管理が重要となる。

（２）脱粒
ハトムギの特性において、脱粒性は大きい要素

である。収量確保の面からも、難脱粒性を持たせ
ることはハトムギ栽培にとって画期的で非常に効
果的である。
収穫（刈取）と脱穀の２作業を同時に行うコン

バインの収穫作業では、脱粒に関係して相反する
特性が望まれる。
収穫時（刈取時）は脱粒させない。つまり、難

脱粒性は強いほど理想的となる。次に、脱穀時に
おいては作業能率や選別の向上、また砕粒を防止
するうえからも脱粒しやすいほうが理想というこ
とになるのだが。
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